
平成 2６年度 No３ 

防災対策課“情報便” 

１ 南海トラフ巨大地震・津波被害想定について 

   南海トラフを震源とする地震については、国において、最新の科学的知見に基づく最大クラスの地震・

津波の検討が行われ、平成２４年３月に震度分布・津波高が、８月に浸水想定図が示されました。 

また、平成２４年８月と平成２５年３月には、国による被害想定が発表されました。 

   兵庫県では、国の検討結果を踏まえ、地震動による防潮堤等の沈下などを考慮した県独自の津波浸水シ

ュミレーションを実施し、平成２５年１２月に浸水想定図を発表しました。 

   このたび、国想定を踏まえつつ、県独自の浸水想定を基礎にするなど、地域特性を考慮した被害想定を

とりまとめ、６月３日（火）に公表しました。  

詳細は、県のホームページをご覧ください。 

【兵庫県 HP のＵＲＬ「兵庫県の地震・津波被害想定 （南海トラフ）」】 

                  ↓ 

http://web.pref.hyogo.lg.jp/kk38/hyougokennnozisinntunamihigaisoutei.html

※県ＨＰの掲載〔ＰＤＦ〕のうち、 

●基礎資料集 

 第 1部：被害想定結果 

 ～略～ 

 4.1 被害全体の概要～4.2 市町ごとの被害（神戸市～芦屋市） 

【1-4-1 頁～1-4-27 頁】の１－４－１９～に本市の主な被害が掲載されています。 

２ 平成２６年度左門殿川防潮扉点検操作訓練について 

   高潮や地震に伴う津波に備え、関係機関（国土交通省、兵庫県、尼崎東警察署、尼崎市）合同で、平成

２６年７月６日（日）午前１時００分から午前２時００分までの間、国道２号を一時通行止にして左門橋

防潮扉（右岸：兵庫県側）の点検操作訓練を実施します。 

（※写真は平成２５年度左門殿川防潮扉点検操作訓練の様子） 

鉄扉閉鎖開始                  鉄扉閉鎖完了 
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３ 気仙沼市への支援について 

⑴ 職員の派遣状況 

○派遣期間･･･平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日（１年）  

○派遣人数･･･土木職２人（建設部都市計画課土地区画整理室 所属） 

土木職 1人（建設部下水道課 所属） 

事務職１人（総務部税務課 所属） 

⑵ 支援に係る現状について 

現在、土地区画整理室所属の職員については、土地区画整理事業を担当し、平成２６年３月、新たに事

業認可された魚町・南町地区（内湾地区）をはじめ、鹿折、南気仙沼地区の換地設計業務及び土地区画整

理審議会関連業務を担当しています。 

また、下水道課所属の職員については、下水道管渠等下水道施設を担当し、災害復旧業務を行っていま

す。 

 そして、今年度から新たに派遣の総務部税務課所属の職員については、滞納整理・収入整理などの事務

を担当しています。 

以 上 


